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挿図１　尾形月耕《天の岩戸開き図》
　　　　絹本著色　額装一面　明治時代　
　　　　法量 97.5 × 136.8cm（額寸 130.5 × 167.5cm）　越前町米ノ区蔵

﹇
資
料
紹
介
﹈
尾
形
月
耕
《
天
の
岩
戸
開
き
図
》
に
つ
い
て
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序　
令
和
二
年
度
に
新
規
寄
託
品
と
な
っ
た
尾
形
月
耕
《
天
の
岩
戸
開
き（
挿
図
１
）
図
》
は
、
福
井
県
丹
生
郡

越
前
町
米
ノ
区
に
伝
わ
っ
た
作
品
で
あ
る
。
同
地
出
身
の
実
業
家
・
玉
村
勇
介
に
よ
り
大
正
五
年

（
一
九
一
六
）
に
旧
城
崎
尋
常
小
学
校
へ
寄
贈
さ
れ
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
後
身
の
城
崎
南
小

学
校
閉
校
に
伴
い
米
ノ
区
所
蔵
と
な
り
米
ノ
地
区
集
会
施
設
に
て
保
管
さ
れ
た
。
も
と
は
軸
装
で

あ（
挿
図
２
）
っ
た
が
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
額
装
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

一
、
玉
村
勇
介
と
城
崎
南
小
学
校

　
玉
村
勇
介
（
一
八
七
〇
〜
一
九
四
六
）
は
東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
、
足
尾
銅
山
で
の
勤
務
か
ら
新
し
い
索
道

を
発
明
し
て
玉
村
索
道
工
務
所
を
興
し
た
。
岡
倉
覚
三
（
天
心
）（
一
八
六
三
〜
一
九
一
三
）
の
甥
で
あ
る
岡

倉
秋
水
（
一
八
六
八
〜
一
九
五
〇
）
と
の
交
流
で
知
ら
れ
、
現
在
当
館
所
蔵
の
狩
野
芳
崖
《
伏
龍
羅
漢
図
》
の

旧
蔵
者
で
あ
り
、
江
戸
か
ら
近
代
ま
で
幅
広
い
美
術
品
を
蒐
集
し
て
い（

註
１
）た。 

ま
た
、
玉
村
家
の
菩
提

寺
で
あ
る
寶
樹
寺
（
越
前
市
米
ノ
区
）
に
寄
進
す
る
な
ど
、
故
郷
へ
の
貢
献
も
積
極
的
に
行
っ
た
。

　
城
崎
南
小
学
校
は
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
米
ノ
尋
常
小
学
校
と
高
佐
尋
常
小
学
校
が

合
併
し
て
創
立
し
た
城
崎
尋
常
小
学
校
を
前
身
と
す（

註
２
）る。
米
ノ
尋
常
小
学
校
は
玉
村
勇
介
の
父
・
玉

村
九
兵
衛
（
耕
三
）
が
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
私
費
を
投
じ
て
校
舎
を
新
築
し
た
憲
徳
小
学

校
を
前
身
と
し
て（

註
３
）

お
り
、
玉
村
家
と
の
縁
が
深
い
。
勇
介
自
身
は
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
ド
イ
ツ

製
ピ
ア
ノ
を
同
校
へ
寄（

註
４
）
附
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
図
も
こ
の
時
に
寄
贈
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
察
さ
れ
る
。

挿図２　尾形月耕《天の岩戸開き図》
　　　　軸装時のようす
　　　　『城崎南小学校開校記念誌』２頁より
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二
、
画
題
「
天
の
岩
戸
開
き
」

　　「
天
の
岩
戸
開
き
」は『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』に
お
け
る
著
名
な
一
場
面
で
あ（

註
５
）る。

国
生
み
の
神
・

伊イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

弉
諾
尊
、
伊イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

弉
冉
尊
の
子
供
た
ち
は
姉
弟
で
天
地
を
治
め
て
い
た
。
し
か
し
、
弟
神
・
素ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト

戔
嗚
尊

が
暴
虐
を
尽
く
し
、
こ
れ
を
嘆
い
た
天ア

マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ

照
大
御
神
が
天
の
岩
屋
に
隠
れ
、
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
っ
た
。

す
る
と
、
国
中
が
常
闇
と
な
り
、
昼
と
夜
の
区
別
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。
困
っ
た
神
々
は
相
談
し
、

天ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ

照
大
御
神
を
招
き
出
す
祭
り
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
朝
を
告
げ
る
鳥
で
あ
る
鶏
を
集
め

長
鳴
き
を
さ
せ
る
。
次
に
天
香
山
の
榊
に
八や

さ
か
に
の
ま
が
た
ま

坂
瓊
勾
玉
、
八や
た
の
か
が
み

咫
鏡
、
青
や
白
の
弊
を
か
け
た
も
の
を

太フ
ト
タ
マ
ノ
ミ
コ
ト

玉
命
が
奉
り
、
祝
詞
を
上
げ
て
皆
で
祈
祷
を
し
た
。
そ
し
て
、
天
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト

鈿
女
命
が
踊
り
を
披
露
し
、

喜
び
騒
い
だ
。
こ
の
様
子
を
聞
い
た
天ア

マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ

照
大
御
神
が
興
味
を
惹
か
れ
、
磐
戸
を
少
し
開
け
た
と
こ
ろ

で
、
手タ

チ
カ
ラ
オ
ノ
カ
ミ

力
雄
神
が
戸
を
引
き
開
け
天ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ

照
大
御
神
を
導
き
出
し
た
。
こ
う
し
て
、
天
地
に
日
の
光
が
再

び
戻
っ
た
と
い
う
場
面
で
あ
る
。

　
記
紀
神
話
の
画
題
は
国
学
の
発
展
に
伴
い
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
頻
繁
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
明
治
維
新
後
は
天
皇
を
中
心
と
し
た
国
家
形
成
を
目
指
し
た
新
政
府
に
よ
る
視
覚
を
利
用
し
た

歴
史
教
育
を
念
頭
に
、
あ
ら
ゆ
る
媒
体
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
中
で
も
本
画
題
は
田
中

千
晶
氏
に
よ
れ
ば
神
武
天
皇
東
征
に
次
い
で
人
気
の
高
い
画（

註
６
）題

で
あ
り
、
河
鍋
暁
斎
《
天
の
岩
戸

　
天
宇
受
売
命
の
踊
り
・
手
力
男
命
岩
戸
開
き
》
な
ど
の
作
例
で
知
ら
れ
る（

註
７
）。
及
川
智
早
氏
が
示
し

た
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
の
「
教
育
聖
旨
」
が
小
学
校
に
お
け
る
絵
図
を
用
い
た
教
育
を
促
す

こ（
註
８
）と

か
ら
も
本
図
が
小
学
校
へ
寄
贈
さ
れ
た
背
景
に
記
紀
神
話
の
社
会
的
受
容
が
う
か
が
わ
れ
る
。

三
、
神
々
の
図
像
表
現

　　
次
に
本
図
を
図
様
に
着
目
し
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
焚
火
の
前
で
踊
る
天

ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト

鈿
女
命
を
中
心
に
円
を

描
く
よ
う
に
人
物
が
配
置
さ
れ
る
。
画
面
左
で
は
手タ

チ
カ
ラ
オ
ノ
カ
ミ

力
雄
神
が
磐
戸
を
掴
み
、
今
ま
さ
に
光
が
溢
れ

出
す
瞬
間
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
画
面
右
手
に
は
鏡
な
ど
を
飾
っ
た
榊
を
持
つ
太

フ
ト
タ
マ
ノ
ミ
コ
ト

玉
命
を
配
し
、
右

手
前
に
ぐ
る
り
と
座
し
て
祭
り
騒
ぐ
人
々
を
描
く
。
天

ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト

鈿
女
命
の
足
元
に
は
数
羽
の
鶏
が
控
え
、
そ

の
左
側
に
は
矛
を
持
っ
た
老
神
が
立
つ
。
左
上
に
は
飛
び
去
る
鴉
が
二
羽
描
か
れ
て
お
り
、
手
足
を

上
げ
て
踊
る
天

ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト

鈿
女
命
、磐
戸
を
が
っ
し
り
と
引
く
手タ
チ
カ
ラ
オ
ノ
カ
ミ

力
雄
神
、楽
し
そ
う
に
宴
を
盛
り
上
げ
る
人
々

な
ど
が
躍
動
感
た
っ
ぷ
り
に
描
か
れ
て
い
る
。

　
天ア

マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ

照
大
御
神
を
招
き
出
す
た
め
の
祭
器
は
伝
統
的
な
記
述
に
則
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
初
代
歌
川

国
貞
（
三
代
豊
国
）《
岩
戸
神
楽
乃
起（

挿
図
３
）

顕
》
に
お
い
て
詳
細
に
描
き
こ
ま
れ
た
事
物
が
本
図
で
も
確

認
で
き
る
。
特
に
画
面
左
の
老
神
は
、
大
き
な
鼻
、
矛
を
持
つ
姿
か
ら
猿サ

ル
タ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト

田
彦
命
と
考
え
ら
れ
る
。

猿サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト

田
彦
命
は
本
来
、
記
紀
神
話
の
「
天
の
岩
戸
開
き
」
の
場
面
に
は
登
場
し
な
い
神
で
あ
る
が
、
地

方
神
と
の
融
合
な
ど
を
経
て
、
時
代
が
下
る
と
他
の
場
面
で
共
に
登
場
す
る
天

ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト

鈿
女
命
に
ひ
か
れ
て

本
場
面
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い（
註
９
）う。
こ
れ
ら
の
図
様
か
ら
は
作
者
が
浮
世
絵
な
ど
の
先
行

作
例
を
参
照
し
て
画
面
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
一
方
で
人
物
像
に
目
を
向
け
る
と
、
歌
舞
伎
の
衣
装
な
ど
を
参
考
に
し
て
い
た
江
戸
後
期
の
浮
世

絵
と
は
違
い
、
全
て
の
登
場
人
物
が
生
成
り
の
衣
を
ま
と
っ
て
い
る
点
が
指
摘
で
き
る
。
明
治
期
の

画
壇
に
お
い
て
描
く
べ
き
画
題
と
さ
れ
た
歴
史
画
は
、
当
時
正
し
い
と
規
定
さ
れ
た
故
事
を
示
す
役

割
も
担
っ
た
こ
と
か
ら
、
描
く
上
で
の
時
代
・
風
俗
考
証
が
重
要
視
さ
れ
た
。

　
明
治
期
中
頃
ま
で
歴
史
人
物
像
の
絵
手
本
と
さ
れ
た
の
は
菊
池
容
斎
（
一
七
八
八
〜
一
八
七
八
）
の
著
し
た

『
前
賢
故
実
』
で
あ
る
。
本
図
で
も
画
面
右
の
群
衆
の
最
前
列
で
楽
器
を
手
に
し
た
人
物
は
、
髪
を

ま
と
め
ず
玉
の
連
な
っ
た
首
飾
り
を
す
る
な
ど
『
前
賢
故
実
』「
可ウ

マ
シ
マ
デ
ノ
ミ
コ
ト

美
真
手
命
」
に
類
す
る
姿
を
し

て
い
る
。
し
か
し
、
榊
を
持
つ
太

フ
ト
タ
マ
ノ
ミ
コ
ト

玉
命
、
磐
戸
を
引
く
手タ
チ
カ
ラ
オ
ノ
カ
ミ

力
雄
神
の
髪
型
、
装
束
は
『
前
賢
故
実
』

の
古
代
人
像
と
は
異
な
り
、
髪
を
結
い
、
裾
を
絞
っ
た
袴
を
履
い
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
記
紀
神
話
に
お
け
る
風
俗
は
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
黒
川
真
頼
が
発
表
し
た
「
本
邦
風

俗
）
10

（
註

説
」
を
契
機
に
固
定
化
が
進
ん
だ
と
い
）
11

（
註

う
。
黒
川
は
記
紀
の
記
述
と
共
に
古
墳
か
ら
出
土
し
た
埴

輪
な
ど
か
ら
古
代
風
俗
を
考
察
し
、
図
説
も
交
え
た
定
義
を
試
み
た
。
こ
こ
で
「
み
づ
ら
」
と
い
う

髪
を
左
右
に
中
分
し
て
耳
の
横
で
結
ぶ
結
髪

）
12

（
註

法
が
示
さ
れ
る
。
及
川
氏
に
よ
れ
ば
「
髪
を
長
く
の
ば

し
て
い
る
こ
と
が
、
文
明
に
対
す
る
野
蛮
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
（
略
）

髪
を
き
ち
ん
と
結
い
上
げ
た
「
み
づ
ら
」
は
、
文
化
的
も
の
の
象
徴
と
し
て
観
念
さ
れ
た

）
13

（
註

」
と
い
う

背
景
か
ら
、
こ
の
髪
型
は
明
治
後
期
以
降
の
古
代
人
の
風
俗
と
し
て
定
着
し
て
い
く
。

　
こ
の
明
治
中
期
以
降
の
古
代
神
像
の
再
定
義
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
図
像
は
猿サ

ル
タ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト

田
彦
命
で
あ
る
。

猿サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト

田
彦
命
は
初
代
歌
川
国
貞
（
三
代
豊
国
）《
岩
戸
神
楽
乃
起（
挿
図
３
）

顕
》
や
本
図
で
は
後
世
に
地
方
神
と

融
合
し
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
老
神
像
で
描
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に

制
作
さ
れ
た
安
田
靫
彦
《
天
野
八（

挿
図
４
）
衢
》
で
は
み
づ
ら
を
結
い
、
裾
を
絞
っ
た
袴
を
履
い
た
青
年
神
と

し
て
表
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
期
に
入
る
と
黒
川
論
か
ら
端
を
発
し
た
時
代
風
俗
考
証
が
広
く
定
着
し
、

神
話
の
各
場
面
に
お
い
て
よ
り
厳
格
に
記
紀
の
記
述
に
立
ち
返
っ
た
解
釈
が
試
み
ら
れ
て
い
た
と
推

察
さ
れ
る
。
以
上
を
鑑
み
る
と
、
本
図
は
記
紀
神
話
が
絵
図
化
さ
れ
る
中
で
、
民
間
に
親
し
ま
れ
た

図
様
に
学
術
的
新
解
釈
を
取
り
入
れ
、
近
代
の
歴
史
画
と
し
て
再
構
築
し
て
い
く
過
渡
期
的
作
例
と

言
え
よ
う
。

四
、
尾
形
月
耕
に
お
け
る
記
紀
神
話
の
人
物
表
現

　
作
者
で
あ
る
尾
形
月
耕
（
一
八
五
九
〜
一
九
二
〇
）
は
菊
池
容
斎
や
河
鍋
暁
斎
（
一
八
三
一
〜
一
八
八
九
）
に
私
淑
し

独
学
で
絵
を
学
び
、
ビ
ラ
や
陶
器
の
絵
付
け
で
腕
を
磨
い
た
。
琳
派
の
尾
形
光
哉
の
養
子
と
な
り
、

錦
絵
や
新
聞
、
雑
誌
の
挿
絵
で
人
気
を
博
す
。
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
に
日
本
青
年
絵
画
協

会
に
参
加
、
日
本
美
術
院
に
は
正
員
と
し
て
参
加
し
、
シ
カ
ゴ
万
博
、
パ
リ
万
博
、
内
国
勧
業
博
覧
会
、
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文
部
省
美
術
展
覧
会
等
、
国
内
外
に
て
受
賞
を
重
ね
歴
史
画
の
大
家
と
し
て
活
躍
し
た
。

　
月
耕
は
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
か
ら
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
に
か
け
て
出
版
し
た
「
月

耕
随
筆
」
に
お
い
て
記
紀
神
話
を
含
む
歴
史
画
を
大
判
八
十
四
枚
組
に
て
制
作
し
て
い
る
。
こ
の
中

で
月
耕
は
「
伊
邪
那
岐
伊
邪
那
美
二
神
　
立
天
浮
橋
図
」
に
お
い
て
天
地
開
闢
の
神
々
を
髪
を
結
ば

ず
袴
を
履
か
な
い
素
朴
な
衣
装
で
描
き
、「
草
薙
剣
　
日
本
武
尊
」
で
は
髪
を
中
国
故
事
人
物
風
に

結
び
、
裾
を
絞
っ
た
紫
色
の
袴
を
ま
と
っ
た
姿
で
日

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト

本
武
尊
を
描
い
て
い
る
。
本
図
の
画
題
「
天
の

岩
戸
開
き
」
は
神
話
に
お
い
て
「
月
耕
随
筆
」
の
二
場
面
の
間
に
位
置
す
る
場
面
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

月
耕
が
記
紀
神
話
に
お
け
る
時
の
流
れ
を
考
慮
し
、
時
代
考
証
を
行
っ
た
上
で
本
図
を
描
い
て
い
る

点
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
本
図
は
、
浮
世
絵
に
代
表
さ
れ
る
作
例
を
参
照
し
つ
つ
も
、
新
し

く
発
表
さ
れ
た
歴
史
観
を
巧
み
に
取
り
入
れ
、
自
身
の
作
品
に
落
と
し
込
ん
で
い
く
歴
史
人
物
画
家

と
し
て
の
月
耕
の
姿
勢
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
作
品
で
あ
る
。

挿図３　初代歌川国貞（三代豊国）《岩戸神楽乃起顕》
　　　　紙　木版　三枚続　天保 14年（1843）～弘化 4年（1847）　
　　　　法量各 36.5 × 25.8cm　石川県立美術館蔵

挿図４　安田靫彦《天之八衢》
　　　　紙本著色　軸装　昭和 14年（1939）
　　　　法量 94.7 × 127.3cm　福井県立美術館蔵

註
　

１
　
　
佐
藤
道
信
「
狩
野
芳
崖
筆
　
伏
龍
羅
漢
図
」（
国
華
第
一
二
二
一
号
、
一
九
九
七
年
、
二
十
七
〜
三
十
一
頁
）
参
照
。

２
　
　『
城
崎
南
小
学
校
閉
校
記
念
誌
―
干
飯
（
王
余
魚
）
浦
史
―
』（
城
崎
南
小
学
校
閉
校
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
一
九
九
四
年
）。

３
　
　
憲
徳
小
学
校
の
前
身
で
あ
る
揚
善
小
学
校
は
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
創
設
さ
れ
、
寶
樹
寺
内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
（
前
掲
註

　
　
　
２
記
念
誌
、
二
五
二
頁
）。
こ
の
他
、
中
橋
鍈
治
『
具
会
一
処 : 

寶
樹
寺
と
干
飯
浦
の
歴
史
』（
寶
樹
寺
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。

４
　
　
前
掲
註
２
記
念
誌
、
二
五
三
頁
。
尚
、
年
表
で
は
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
と
な
っ
て
い
る
。
同
年
は
大
正
天
皇
御
大
典
記
念
と

　
　
　
し
て
松
三
本
の
植
樹
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

５
　
　
本
稿
で
は
宇
治
谷
孟
『
日
本
書
紀
（
上
）
全
現
代
語
訳
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
、
三
十
九
〜
四
十
六
頁
）
を
参
照
し
、

　
　
　
固
有
名
詞
等
の
表
記
は
本
書
に
準
拠
し
た
。

６
　
　
田
中
千
晶
「
視
覚
化
さ
れ
る
『
古
事
記
』
―
近
代
に
お
け
る
享
受
の
観
点
か
ら
―
」（
甲
南
女
子
大
学
大
学
院
論
集 

言
語
・
文
学

　
　
　
研
究
編
（
六
）、
二
〇
〇
七
年
、
三
頁
）。

７
　
　
本
画
題
に
つ
い
て
は
、
井
上
さ
や
か
氏
に
よ
り
外
国
語
で
書
か
れ
た
「
ち
り
め
ん
本
」
に
お
け
る
小
林
泳
濯
の
挿
絵
の
作
例
も
　

　
　
　
報
告
さ
れ
て
い
る
。（
井
上
さ
や
か
「
記
紀
神
話
と
欧
文
挿
絵
本
」（
万
葉
古
代
学
研
究
年
報(

十
八) 

二
〇
二
〇
年
、

　
　
　
一
三
一
〜
一
四
〇
頁
）。

８
　
　
及
川
智
早
「
結
婚
式
の
神
と
な
っ
た
イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
」『
日
本
神
話
は
い
か
に
描
か
れ
て
き
た
か
　
近
代
国
家
が
求
め
た
イ

　
　
　
メ
ー
ジ
』（
新
潮
社
、
二
〇
一
七
年
、
一
九
頁
）。

９
　
　
前
掲
註
８
書
籍
、
一
二
八
頁
。

10
　
　
黒
川
真
頼
「
日
本
風
俗
説
」（『
黒
川
真
頼
全
集
　
第
四
　
歴
史
編
　
風
俗
編
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
〇
年
、
国
立
国
会
図
書
館

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/991265

　
二
〇
二
二
年
一
月
十
三
日
閲
覧
）
に
編
纂
さ
れ
て

　
　
　
い
る
。

11
　
　
真
住
貴
子
「
近
代
美
術
に
み
る
神
々
の
す
が
た
　
風
俗
考
証
を
中
心
に
」（
島
根
県
立
石
見
美
術
館
　
開
館
五
周
年
記
念
展
Ⅰ
「
神
々

　
　
　
の
す
が
た
　
古
事
記
と
近
代
美
術
」
図
録
、
二
〇
一
〇
年
、
八
十
九
頁
）。

12
　
　
前
掲
註
10
全
集
、
二
三
七
頁
。

13
　
　
前
掲
註
８
書
籍
、
一
六
三
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

謝
辞　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
様
々
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た

竹
澤
良
善
氏
、
中
橋
鍈
治
氏
、
戸
田
浩
之
氏
、
椎
野
晃
史
氏

　
貴
重
な
蔵
書
を
お
貸
し
出
し
く
だ
さ
っ
た

石
村
和
道
氏
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
は
ら
だ
　
あ
や
ほ
　
福
井
県
立
美
術
館
）

参考
尾形月耕《天の岩戸開き図》
越前町米ノ区蔵

落款「月耕謹画」
印章
朱文方印「月畊」
白文方印「華暁桜」

全
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﹇
作
家
紹
介
﹈
南
画
家
・
山
田
介
堂
と
《
青
緑
山
水
江
山
春
蘭
図
》
に
つ
い
て
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
美
帆

　
明
治
、
大
正
期
に
活
躍
し
た
南
画
家
・
山
田
介
堂
（
一
八
六
九
〜
一
九
二
四
）
は
、
池
田
桂
仙
、
田
近
竹
邨

と
と
も
に
京
都
画
壇
の
三
元
老
と
謳
わ
れ
た
福
井
出
身
の
作
家
だ
が
、
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
詳
し

く
分
か
っ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
令
和
二
年
度
に
介
堂
の
優
品
《
青
緑
山
水
江
山
春
蘭（

挿
図
１
）

図
》
が
当

館
の
所
蔵
品
に
加
わ
っ
た
こ
と
を
機
に
、
介
堂
と
そ
の
作
品
に
つ
い
て
簡
単
で
は
あ
る
が
、
ま
と
め

る
こ
と
と
し
た
い
。

　
介
堂
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
二
月
二
七
日
（
明
治
三
年
と（註
１
）
も
）、
福
井
県
坂
井
市
（
旧
坂
井
郡
丸
岡
町
巽
）
に

山
田
愿
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
通
称
巳
三
郎
で
、
介
堂
は
雅
号
で
あ
る
。
介
堂
の
家
系
は
旧
丸

岡
藩
主
有
馬
侯
の
家
老
職
と
伝
え
る
文
献
が
散
見
さ
れ
る（

註
２
）が

、
そ
れ
を
証
明
す
る
資
料
は
現
在
見
つ

か
っ
て
い
な
い
。『
丸
岡
町
史
　
増
補
改（

註
３
）訂
』
に
よ
れ
ば
、
む
し
ろ
介
堂
は
丸
岡
藩
で
祐
筆
を
つ
と

め
た
山
野
田
小
兵
衛
の
子
孫
と
あ
る
。
山
野
田
は
俳
諧
を
よ
く
し
、
丸
岡
俳
壇
の
基
礎
を
固
め
た

蓑さ
り
ゅ
う
あ
ん
り
い
ち

笠
庵
梨
一
（
一
七
一
四
〜
一
七
八
三
）
が
病
で
倒
れ
る
と
家
に
引
き
取
っ
て
最
後
を
看
取
り
、
没
後
は
二
世

宗
匠
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
坂
井
市
み
く
に
龍
翔
館
の
角
明
浩
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、
丸
岡
藩

家
臣
の
人
名（

註
４
）録

に
記
載
さ
れ
た
「
山
野
田
」
姓
は
、
五
人
扶
持
の
「
山
野
田
小
平
」、
旗
足
軽
の
「
山

野
田
利
平
次
」
の
み
で
、
い
ず
れ
も
軽
格
で
家
老
に
当
て
は
ま
ら
な
い
。「
山
田
」
姓
で
は
寄
合
組

千
石
の
「
山
田
軍
司
」
が
家
老
に
近
い
が
、
介
堂
と
の
血
縁
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
幼
い
時
か
ら
経
学
（
儒
教
）
を
山
岡
十
賀
に
、
画
論
、
詩
文
を
山
田
廷
章
に
学

び
師
を
驚
か
す
才
を
見
せ
、
丸
岡
の
俳
諧
に
も
列
し
て
幾
多
の
名
句
を
残
し
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、

学
識
豊
か
な
家
系
の
出
で
あ
る
こ
と
は
違
い
な
い
。

　
介
堂
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
は
、昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
発
行
の
『
我
等
の
郷
土
と
人（

註
５
）物

』
に
、

伊
東
表
具
屋
の
主
人
・
伊
東
元
次
郎
氏
か
ら
聴
取
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
詳
し
く
、『
丸
岡
町

史
　
増
補
改
定
』
の
内
容
と
と
も
に
紹
介
す
る
。

　
介
堂
も
と
い
巳
三
郎
少
年
は
平

へ
い
し
ょ
う章
小
学
校
（
坂
井
市
に
現
存
）
通
学
の
行
き
帰
り
に
伊
東
表
具
屋
の
店
内

に
掛
け
ら
れ
た
絵
を
い
つ
も
鑑
賞
し
て
お
り
、「
僕
は
絵
が
大
好
き
で
大
人
に
な
っ
た
ら
是
非
画
家

に
な
っ
て
絵
を
描
き
た
い
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
あ
ま
り
に
熱
心
な
の
で
、
店
の
主
人
も
感
心
し
、

学
校
帰
り
の
巳
三
郎
に
店
の
絵
を
沢
山
見
せ
、
絵
の
話
を
し
て
や
っ
た
。
巳
三
郎
一
二
歳
の
頃
に
は

町
内
の
円
光
寺
に
寄
寓
し
て
い
た
長
崎
の
南
画
家
・
王
逓
章
か
ら
約
二
年
、
絵
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、

そ
の
後
、
本
格
的
な
絵
の
勉
強
の
た
め
京
都
に
旅
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

　
京
都
に
着
い
た
巳
三
郎
は
、
播
州
明
石
（
兵
庫
県
明
石
市
）
の
細
谷
立
斎
（
一
八
三
一
〜
一
九
一
一
）、
田
能
村
直
入

（
一
八
一
四
〜
一
九
〇
七
）
に
入
門
し
南
画
を
学
ん
だ
。
立
斎
没
後
（
介
堂
四
〇
代
頃
か
）、
富
岡
鉄
斎
（
一
八
三
七
〜
一
九
二
四
）

に
師
事
を
願
う
が
、
自
分
は
画
家
で
な
い
か
ら
門
弟
は
と
ら
な
い
と
断
ら
れ
る
。
そ
こ
で
京
都
鳩
居

堂
主
人
の
紹
介
の
労
に
よ
り
、
北
宋
の
書
家
で
、
文
人
画
家
で
も
あ
っ
た
米べ

い
ふ
つ芾

（
米
海
岳
と
も
い
う
）
に
倣
っ

て
描
い
た
米
法
山（

挿
図
２
）水を

持
参
し
認
め
ら
れ
、
門
弟
同
様
の
指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。
鉄
斎
が
そ

の
よ
う
な
扱
い
を
し
た
画
家
は
介
堂
と
橋
本
濁
山
の
二
人
き
り
だ
っ
た
と
い（

註
６
）う
。
介
堂
は
絵
の
他
に

も
禅
を
荻
野
獨
園
（
一
八
一
九
〜
一
八
九
五
）
に
師
事
し
、
人
格
技
術
共
に
精
進
を
重
ね
た
。

　
京
都
で
画
道
研
究
中
の
介
堂
は
「
山
田
図
案
所
」
を
掲
げ
友
禅
染
の
下
絵
描
き
も
し
た
。
画
談
に

興
ず
る
と
即
座
に
画
筆
を
ふ
る
う
と
い
う
外
交
的
な
性
格
も
あ
っ
て
か
多
方
面
で
活
躍
し
、
扇
面
絵

や
俳
画
な
ど
の
小
品
の
優
作
や
、
菓
子
鉢
、
銘
々
皿
、
煎
茶
道
具
な
ど
へ
の
絵
付
ま
で
、
手
広
く
愛

好
家
の
求
め
に
応
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ（

註
７
）る

。

　
介
堂
は
大
正
期
の
日
本
画
壇
で
相
当
認
め
ら
れ
て
お
り
、
大
正
三
年
度
（
一
九
一
四
）
の
画
家
の

番
付
、『
大
日
本
絵
画
著
名
大
見（

註
８
）立
』
で
、
松
本
楓
湖
や
渡
邉
省
亭
ら
実
力
者
と
同
列
の
「
行
司
」

挿図 1　山田介堂《青緑山水江山春蘭図》
　　　　大正 6年（1917）福井県立美術館蔵

挿図 2 　参考図版　山田介堂《倣米海岳黄昏微雨図》
　　　　大正 7年（1918）福井県立美術館蔵
　　　　鉄斎に見せたものではないが、本図も米芾に
　　　　倣って描いた米法山水である
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欄
に
名
が
連
ね
ら
れ
、「
現
代
本
邦
南
宋
画
壇
の
一
異
彩
に
し
て
此
界
に
超
越
す（
註
９
）る
」、「
南
畫
家
と

云
ふ
人
々
は
甚
だ
多
い
が
、
其
の
中
、
高
亮
な
る
人
格
と
老
熟
せ
る
伎
倆
と
を
持
っ

）
10

（
註

て
」
い
る
と
評

さ
れ
た
。

　
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
九
月
に
は
、
後
の
大
正
天
皇
で
あ
る
嘉
仁
皇
太
子
の
福
井
県
行
啓
が

あ
り
、
当
時
四
〇
歳
の
介
堂
が
旧
城
の
全
景
を
謹
写
し
叡
覧
に
供
す
る
大
命
を
受
け
た
。
後
年
、
介

堂
は
片
目
の
光
を
失
い
隻
玉
道
人
と
号
す
る
が
、
こ
の
頃
既
に
眼
を
病
ん
で
お
り
、
自
分
の
眼
の
療

養
は
二
の
次
に
畢
生
の
力
を
傾
注
し
て
奉
献
し
た
と
い

）
11

（
註

う
。

　
介
堂
が
官
展
で
活
躍
す
る
の
は
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
る
。
出
品
作
を
年
代
順
に
並
べ
る
と
、

　
　
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）　
第
五
回
文
展
《
萬
竿
烟
雨
》　
　
　
　
　
　
四
二
歳

　
　
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）　
　
第
六
回
文
展
《
白
雲
一
帶
》（
六
曲
一
隻
）
四
三
歳

　
　
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）　
　
第
七
回
文
展
《
積
翠
塔
影
》　
　
　
　
　
　
四
四
歳

　
　
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）　
　
第
八
回
文
展
《
清
渓
漁
隠
》　
　
　
　
　
　
四
五
歳

　
と
、
四
〇
代
前
半
〜
中
盤
に
固
ま
っ
て
お
り
、
当
時
の
モ
ノ
ク
ロ
図
版
か
ら
は
断
定
し
難
い
が
墨

画
と
推
測
さ
れ
る
。
介
堂
四
〇
代
頃
の
作
品
を
ま
と
め
た
『
介
堂
畫
史
遺
墨

）
12

（
註

集
』
か
ら
判
断
す
る
に
、

介
堂
が
緑
青
や
、
代
赭
、
群
青
を
多
用
し
た
青
緑
山
水
を
描
き
始
め
た
の
は
四
〇
代
後
半
の
大
正
六

年
頃
（
一
九
一
七
）
で
、
同
時
期
に
落
款
の
署
名
「
介
」
の
字
も
「
不
」
の
字
に
見
え
る
書
体
に
変

え
て
い
る
。

　
今
回
当
館
所
蔵
と
な
っ
た
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
作
の
《
青
緑
山
水
江
山
春
蘭
図
》
も
、
そ
の

不
堂
落
款
が
押
さ
れ
て
お
り
、
画
面
左
上
の
画
賛
は
、
中
国
北
宋
の
詩
人
・
蘇そ

し
ゅ
ん
き
ん

舜
欽
が
春
の
情
景
を

表
現
し
た
左
記
の
五
言
律
詩
で
あ
る
。

人
言
春
雨
好
　
更
好
晩
来
晴
　
樹
色

通
簾
翠
　
煙
姿
著
物
明
　
得
泥
初

燕
喜
　
避
弋
去
鴻
輕
　
誰
見
危
欄

外
　
斜
陽
尽
眼
平

　
意
訳
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

人
は
春
の
雨
を
好
む
と
い
う
が
、
更
に
好
ま
し
い
の
は
夕
方
に
晴
れ
る
こ
と
だ
。
木
々
の
色
は

簾
ご
し
に
明
る
い
緑
で
あ
り
、
あ
た
り
一
面
の
雨
上
が
り
の
靄
は
次
第
に
消
え
て
明
る
く
な
る
。

泥
を
得
て
南
か
ら
来
た
ば
か
り
の
燕
は
喜
び
（
巣
作
り
に
励
み
）、
弋
（
鳥
と
捕
ら
え
る
仕
掛
）

か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
北
へ
帰
る
雁
は
身
も
軽
く
去
っ
て
い
く
。
高
楼
の
手
す
り
の
外
を
ご
ら
ん

な
さ
い
。
夕
日
が
大
き
く
見
え
て
い
る
。

　
南
画
は
画
面
に
詩
文
を
賛
と
し
て
書
き
こ
み
、
そ
れ
が
絵
に
深
み
を
与
え
る
。
蘇
舜
欽
の
詩
を
踏

ま
え
て
今
一
度
こ
の
絵
を
鑑
賞
す
る
と
き
、
梅
の
花
木
が
華
や
ぎ
を
加
え
る
深
山
の
春
霞
は
そ
の
う

ち
消
え
去
り
、
や
が
て
大
き
な
夕
日
が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
の
だ
と
い
う
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
こ
れ
ぞ
ま
さ
に
介
堂
の
目
指
し
た
詩
画
一
体
の
境
地
と
い
え

よ
う
。

　
介
堂
の
四
〇
代
が
水
墨
や
青
緑
山
水
で
自
己
の
表
現
を
確
立
し
た
時
期
と
す
る
な
ら
ば
、
五
〇
代

は
そ
の
円
熟
期
で
あ
ろ
う
。
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
に
池
田
桂
仙
、
河
野
秋
邨
、
田
近
竹
邨
、

水
田
竹
圃
ら
と
と
も
に｢

日
本
南
画
院｣

を
結
成
し
、
介
堂
は
ま
す
ま
す
画
壇
で
の
存
在
感
を
高

め
る
。
そ
れ
ま
で
も
時
折
福
井
に
戻
っ
て
句
会
に
出
席
し
た
り
、
三
国
の
瀧
谷
寺
に
逗
留
し
四
枚
の

大
襖
に
《
芦
辺
漁
夫
の
図
》
の
大
作
を
残
す
な
ど
し
て
き
た
が
、
こ
の
頃
に
は
郷
里
芦
原
に
別
荘
画

室
「
蘆
隠
荘
」
を
新
築
し
京

）
13

（
註

都
と
の
間
を
往
復
し
、「
蘆
隠
」
の
別
号
を
使
い
始
め
る
。
大
正
一
三

年
（
一
九
二
四
）
に
は
日
本
南
画
院
を
脱
退
、
同
年
九
月
一
七
日
京
都
市
に
て
満
年
齢
五
五
歳
、
数

え
五
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

　
福
井
で
は
介
堂
と
と
も
に
、
内
海
吉
堂
（
一
八
四
九
〜
一
九
二
三
）、
長
田
雲
堂
（
一
八
四
九
〜
一
九
二
二
）
の
三
人
の

福
井
出
身
の
南
画
家
を
「
越
前
三
堂
」
も
し
く
は
「
北
陸
三
堂
」
と
親
し
み
を
込
め
て
呼
ん
で
い
る
。

こ
の
名
称
は
彼
ら
の
存
命
時
に
は
使
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
に

雲
堂
、
一
二
年
（
一
九
二
三
）
に
吉
堂
、
一
三
年
（
一
九
二
四
）
に
介
堂
と
、
立
て
続
け
に
亡
く
な
っ

て
耳
目
を
集
め
る
な
か
、
戦
後
あ
た
り
か
ら
浮
上
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
早
い
例
で
は
昭
和
二
七
年

（
一
九
五
二
）
に
「
福
井
県
の
三
堂
」
と
い
う
言
葉
が
見
ら
れ

）
14

（
註

る
。

　
以
上
、
介
堂
の
経
歴
や
周
辺
の
情
報
に
つ
い
て
断
片
的
に
述
べ
さ
せ
て
頂
い
た
。
今
後
は
そ
の
作

品
に
つ
い
て
年
代
を
追
っ
て
調
査
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

挿
図

１
　
　
山
田
介
堂
《
青
緑
山
水
江
山
春
蘭
図
》
福
井
県
立
美
術
館
蔵

　
　
　
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）　
縦
一
八
五
×
横
七
三
・
四
cm
　
軸
装
　
絹
本
着
色

　
　
　
二
重
箱
（
内
箱
蓋
表
「
青
緑
山
水
江
山
春
蘭
図
」
墨
書
、蓋
裏
「
丁
巳
吉
日
題
於
錦
織
壺
屋
中
　
介
堂
」
墨
書
、「
介
堂
」
朱
文
円
印
）

　
　
　
紙
片
（
大
阪
美
術
倶
楽
部
『
神
戸
直
木
家
並
某
家
所
蔵
品
入
札
』
昭
和
一
二
年
入
札
表
写
）

２
　
　
山
田
介
堂
《
倣
米
海
岳
黄
昏
微
雨
図
》
福
井
県
立
美
術
館
蔵

　
　
　
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）　
縦
二
〇
四
・
五
×
八
六
・
一
cm
　
軸
装
　
絹
本
着
色

　
　
　
二
重
箱
（
外
蓋
の
墨
書
は
経
年
の
擦
れ
等
で
判
読
で
き
ず
、
内
蓋
箱
表
「
倣
米
海
岳
黄
昏
微
雨
図
」
墨
書
、

　
　
　
蓋
裏
「
巳
未
初
夏
題
於
画
□
慶
　
介
堂
」
墨
書
、「
介
堂
」
朱
文
円
印
）
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註
　

１
　
　『
福
井
県
大
百
科
事
典
』（
福
井
新
聞
社
、
一
九
九
一
年
、
一
〇
一
三
頁
）
他

　
　
　
油
井
一
人
編
『
20
世
紀
物
故
日
本
画
家
事
典
』（
美
術
年
鑑
社
、
一
九
九
八
年
、
四
〇
五
頁
）
で
は
「
明
治
２
年
（
３
年
と
も
）」　

　
　
　
と
幅
を
も
た
せ
て
表
記
。

２
　
　『
京
都
画
壇
之
壱
百
人
』（
日
本
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
一
九
年
　
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）、
福
井
県
文
化
誌
第

　
　
　
一
集
『
我
等
の
郷
土
と
人
物
』（
福
井
県
文
化
誌
刊
行
会
、
一
九
五
二
年
五
月
、
三
一
三
〜
三
一
四
頁
）、
前
掲
『
２
０
世
紀
物
故

　
　
　
日
本
画
家
事
典
』（
四
〇
五
頁
）
他
多
数

３
　
　『
丸
岡
町
史
　
増
補
改
訂
』（
丸
岡
町
史
編
集
委
員
会
編
、
一
九
八
九
年
一
〇
月
）

　
　
　「
山
野
田
の
子
孫
で
あ
る
山
田
介
堂
は
明
治
四
十
四
年
五
月
に
梨
一
の
墓
碑
を
改
修
し
た
際
に
、
台
雲
寺
へ
永
代
経
料
と
墓
碑
清
掃

　
　
　  

料
を
お
く
っ
て
管
理
を
依
頼
し
、
改
め
て
位
牌
を
納
め
た
。
こ
の
時
た
む
け
た
句

　
　
　
　
　
過
る
と
も
来
る
と
も
今
の
一
時
雨
」（
二
二
四
頁
）

　
　
　
一
二
世
菊
亭
木
喬
に
つ
い
て
の
記
述
「
木
喬
が
俳
句
を
始
め
た
の
は
四
十
二
で
明
治
二
十
一
年
で
あ
る
。
明
治
中
期
以
後
の
丸
岡

　
　
　
俳
壇
は
隆
盛
を
極
め
た
。
三
十
七
年
に
戸
田
薺
葉
の
た
め
に
還
暦
の
祝
い
の
俳
諧
を
開
い
た
。
集
ま
っ
た
同
人
は
合
屋
瓦
石（
七
三
）

　
　
　
戸
田
薺
葉
（
六
〇
）
津
田
菘
甫
、
細
井
木
喬
（
五
八
）、
福
田
青
壺
、
皆
吉
五
郎
、
山
田
介
堂
（
三
六
）
高
島
伴
人
な
ど
で
あ
る
。」

　
　
　（
二
三
〇
頁
）

　
　
　
こ
の
他
、
生
い
立
ち
に
つ
い
て
二
四
七
〜
二
四
八
頁
に
記
載
あ
り
。

４
　
　
角
明
浩
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、
丸
岡
藩
に
つ
い
て
の
資
料
は
福
井
地
震
（
一
九
四
八
年
）
の
影
響
も
あ
っ
て
か
少
な
く
、
そ
の

　
　
　
な
か
で
山
田
介
堂
の
時
代
に
近
い
家
臣
の
人
名
・
石
高
・
役
職
等
を
記
し
た
人
名
録
は
『
円
陵
藩
鑑
』（
嘉
永
元
年
・
一
八
四
八
）

　
　
　
と
な
る
。『
丸
岡
城
略
史
』（
丸
岡
町
五
徳
会
、
一
九
七
四
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

５
　
　
前
掲
『
我
等
の
郷
土
と
人
物
』（
三
一
三
〜
三
一
四
頁
）

６
　
　
前
掲
『
我
等
の
郷
土
と
人
物
』（
三
一
四
頁
）

７
　
　『
昭
和
55
年
度
秋
季
特
別
展
　
江
戸
初
期
〜
明
治
　
越
前
の
画
人
　
解
説
総
目
録
』（
福
井
市
郷
土
歴
史
博
物
館
、
一
九
八
〇
年
　

　
　
　
一
〇
月
、
九
頁
）
に
、
煎
茶
道
具
（
制
作
年
不
詳
）
に
絵
付
し
た
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

８
　
　
大
正
三
年
度
改
定
第
三
十
八
號
『
大
日
本
繒
画
著
名
大
見
立
』（
東
京
文
化
財
研
究
所
、
明
治
大
正
期
書
画
家
番
付
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

９
　
　「
小
序
」『
四
時
佳
趣
』 （
大
日
本
美
術
、
一
九
二
一
年
）

10
　
　
前
掲
『
京
都
画
壇
之
壱
百
人
』（
一
八
五
頁
）

11
　
　
前
掲
『
京
都
画
壇
之
壱
百
人
』（
一
八
六
〜
一
八
七
頁
）

12
　
　
松
村
嘉
一
『
介
堂
畫
史
遺
墨
集
』（
一
九
四
〇
年
）

13
　
　
当
時
の
自
宅
住
所
は
京
都
市
姉
小
路
富
小
路
上
ル

14
　
　
前
掲
『
我
等
の
郷
土
と
人
物
』

﹇
資
料
紹
介
﹈　
島
田
墨
仙
《
廓か
く
ね
ん
む
し
ょ
う

然
無
聖
》
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
美
帆

　
　
　
　
　
　
　

　
島
田
墨
仙（
一
八
六
七
〜
一
九
四
三
）が
昭
和
六
年（
一
九
三
一
）、第
一
二
回
帝
展
に
出
品
し
た《
廓

然
無（

挿
図
１
）
聖
》
は
、
中
国
禅
宗
の
祖
・
菩
提
達
磨
（
以
下
、
達
磨
）
が
梁
の
武
帝
に
仏
法
の
最
も
大
切
な
真
理
を

問
わ
れ
、
答
え
た
語
か
ら
画
題
を
と
っ
て
い
る
。
場
面
は
次
の
問
答
に
基
づ
く
。

梁
の
武
帝
、
達
磨
太
子
に
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
聖
諦
第
一
義
。
磨
云
く
、
廓
然
無
聖
。
帝

曰
く
、
朕
に
対
す
る
者
は
誰
ぞ
。
磨
曰
く
、
識
ら
ず
。（『
碧
巌
録
』
一
則
、『
従
容
録
』
二
則
）

　
六
世
紀
の
中
国
は
南
北
朝
に
分
か
れ
て
お
り
、
南
朝
を
治
め
て
い
た
武
帝
（
在
位
五
〇
二
〜
五
四
九
年
）
は

仏
教
を
厚
く
信
仰
し
「
仏
心
天
子
」
と
崇
め
ら
れ
て
い
た
。
武
帝
は
イ
ン
ド
か
ら
布
教
に
来
た
達
磨

を
喜
び
迎
え
入
れ
、
こ
れ
ま
で
の
善
行
に
対
す
る
果
報
を
期
待
し
「
私
に
は
ど
の
よ
う
な
功
徳
が

あ
る
だ
ろ
う
」
と
聞
い
た
。
し
か
し
、
達
磨
は
「
功
徳
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
」
と
つ
れ
な
い
返
事
を
し

た
。
そ
れ
で
は
と
「
仏
法
の
最
も
大
切
な
真
理
（
聖
諦
第
一
義
）
は
何
か
」
と
聞
く
と
「
廓
然
無

聖
」、
か
ら
り
と
し
た
無
心
の
境
地
で
聖
な
ど
な
い
の
だ
と
言
っ
た
。「
私
の
前
に
い
る
あ
な
た
は
誰

で
す
か
（
聖
な
ど
な
い
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、あ
な
た
は
悟
り
を
得
た
、聖
な
る
方
で
し
ょ
う
？
）」

と
重
ね
て
聞
く
と
「
不
識
」、
知
り
ま
せ
ん
よ
、
と
の
返
答
。

　
こ
れ
は
聖
道
に
励
ん
で
い
る
と
自
負
す
る
武
帝
に
、
大
悟
の
境
地
は
聖
と
俗
を
超
越
し
た
も
の
だ

と
、
物
事
の
真
性
を
現
す
た
め
の
問
答
で
あ
っ
た
が
、
武
帝
は
達
磨
の
心
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
達
磨
は
一
葉
の
葦
の
葉
に
乗
っ
て
揚
子
江
を
渡
り
魏
に
去
っ
た
と
い
う
。

　
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
た
達
磨
の
絵
は
恰
幅
の
よ
い
頭
の
禿
げ
た
大
男
が
黒
い
髭
を
生
や
し
、
大
き

な
目
玉
を
む
い
た
姿
で
あ
り
、
そ
れ
に
準
じ
て
似
せ
た
も
の
を
描
け
ば
間
違
い
の
な
い
肖
像
と
な
る

の
だ
が
、
墨
仙
の
達
磨
は
随
分
違
っ
て
い
る
。
南
国
の
人
ら
し
く
褐
色
の
肌
に
白
い
髭
を
う
っ
す
ら

と
生
や
し
、
痩
せ
て
い
る
が
か
く
し
ゃ
く
と
し
た
老
人
の
姿
だ
。
古
今
東
西
の
先
賢
に
つ
い
て
入
念

に
調
べ
、
そ
の
人
格
や
容
貌
を
そ
の
ま
ま
写
し
と
っ
た
か
の
よ
う
な
歴
史
人
物
画
で
定
評
が
あ
っ
た

墨
仙
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
絵
も
達
磨
の
真
の
姿
に
迫
ろ
う
と
、
独
自
の
研
究
を
生
か
し
た
も
の
だ
ろ

う
。

　
墨
仙
は
型
ど
お
り
の
達
磨
の
容
貌
が
本
当
に
そ
う
だ
っ
た
の
か
と
、
永
平
寺
六
四
世
貫
主
森
田
悟

由
（
一
八
三
四
〜
一
九
一
五
）
に
尋
ね
た
こ
と
が
あ
る
。
禅
師
の
答
え
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
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印
度
み
た
や
う
な
暑
い
國
の
人
間
は
、
大
體
で
ぶ
で
ぶ
に
肥
え
な
い
で
痩
せ
る
も
の
だ
か
ら
、

達
磨
だ
つ
て
あ
ん
な
に
肥
え
て
は
ゐ
な
か
つ
た
ら
う
。
達
磨
の
死
ん
だ
の
は
百
五
十
歳
と
な
つ

て
る
が
、
支
那
に
来
た
の
は
も
う
い
い
加
減
の
年
だ
つ
た
に
相
違
な
い
か
ら
、
あ
ん
な
黒
い
ひ

げ
を
生
や
し
て
ゐ
な
い
で
白
い
ほ
う
が
ほ
ん
と
か
も
し
れ
な
い
。
目
玉
に
し
て
も
暑
い
日
光
の

強
い
所
で
は
刺
戟
を
避
け
て
細
め
に
開
け
る
の
が
自
然
の
理
で
い
つ
も
あ
ん
な
に
カ
ツ
と
見
開

い
て
ば
か
り
も
ゐ
な
か
つ
た
ら
う
。

さ
う
す
る
と
傳
へ
ら
れ
て
る
達
磨
の
繪
は
、
ほ
ん
と
の
達
磨
ら
し
く
な
い
姿
だ
と
い
ふ
事
に
な

る
が
、
帝
王
の
前
に
出
て
も
卑
屈
に
阿
附
せ
ず
老
ゐ
て
尚
面
壁
九
年
の
苦
行
を
敢
て
す
る
程
の

激
し
い
精
神
力
の
人
だ
つ
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
力
を
表
現
す
る
為
め
に
あ
し
た
嘘
の
表
現
を
し

た
の
だ
ら
う
。
そ
し
て
そ
れ
が
如
何
に
も
達
磨
ら
し
く
感
ぜ
ら
れ
た
の
だ
ら（

註
１
）う
。

　
禅
師
の
言
葉
を
踏
ま
え
て
今
一
度
墨
仙
の
達
磨
を
見
る
と
、
見
開
い
た
大
き
な
目
や
、
武
帝
を
前

に
右
手
を
突
き
出
し
「
廓
然
無
聖
！
」
と
喝
破
す
る
姿
は
、
古
く
か
ら
人
々
が
信
仰
す
る
力
強
い
達

磨
そ
の
も
の
だ
。
そ
の
一
方
で
、
様
々
な
状
況
を
考
え
る
と
達
磨
は
か
く
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
い

う
墨
仙
の
想
像
を
加
味
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
こ
の
絵
の
独
自
性
を
高
め
て
い
る
。
墨
仙
は
派
手
さ

の
な
い
枯
淡
な
画
風
で
あ
っ
た
が
気
品
の
あ
る
描
線
や
色
調
は
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
展

覧
会
評
で
も
「
緋
衣
の
濃
淡
、
足
下
敷
物
の
色
調
等
ま
こ
と
に
画
品
の
高
い
」
も
の
で
、「
古
典
的

題
材
を
よ
く
時
代
に
生
か
し
め
」
た
と
あ（

註
２
）る
。

　
昭
和
初
期
か
ら
戦
前
に
お
い
て
は
墨
仙
の
円
熟
期
と
、
歴
史
人
物
画
に
光
が
当
た
っ
た
時
期
が
重

な
り
一
作
一
作
充
実
し
た
作
品
が
生
み
出
さ
れ
た
。
体
の
弱
か
っ
た
墨
仙
は
、
本
作
の
前
に
も
生
死

を
さ
ま
よ
う
大
病
を
患
い
、
晩
年
の
七
年
は
ほ
と
ん
ど
病
床
に
あ
る
な
ど
宿
痾
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た

が
、
自
ら
の
命
を
削
る
か
の
よ
う
に
気
骨
あ
る
人
物
を
描
き
続
け
た
。
そ
れ
ら
が
認
め
ら
れ
、
亡
く

な
る
数
か
月
前
の
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
八
）
に
は
前
年
制
作
の
《
山
鹿
素
行
先
生
》（
東
京
国
立
近
代
美
術

館
蔵
）
で
日
本
画
家
初
の
帝
国
美
術
院
賞
（
昭
和
一
七
年
度
第
二
回
）
を
受
賞
し
た
。

　
墨
仙
の
官
展
出
品
作
は
所
蔵
先
不
明
が
多
く
、昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
第
四
回
新
文
展
の
《
塙

保
己
一
》（
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵
）、
先
述
の
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
一
）
第
五
回
新
文
展
の
《
山
鹿
素

行
先
生
》
の
二
作
の
み
所
蔵
先
が
知
ら
れ
る
。
本
作
は
そ
れ
ら
に
加
わ
る
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）

第
一
回
帝
展
出
品
作
で
あ
り
、
墨
仙
の
名
を
高
め
た
作
品
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

挿
図
１

島
田
墨
仙
《
廓
然
無
聖
》　
福
井
県
立
美
術
館
蔵

第
一
二
回
帝
展
出
品
作
　
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）　
縦
一
一
九
×
横
八
七
・
三
cm
　
軸
装
　
絹
本
着
色

二
重
箱
（
内
箱
蓋
表
「
廓
然
無
聖
」
墨
書
、
蓋
裏
「
紀
元
二
千
五
百
九
十
一
年
　
仲
秋
　
墨
仙
自
題
」
墨
書
、「
島
田
豊
印
」
白
文
方
印
）

註１
　
島
田
墨
仙
「
画
室
断
想
」『
国
画
』
第
二
巻
第
一
一
号
　（
塔
影
社
、
一
九
四
二
年
一
一
月
）

２
　『
塔
影
』
第
七
巻
第
一
一
号
（
塔
影
社
、
一
九
三
一
年
一
一
月
）

参
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文
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総
合
佛
教
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
総
合
佛
教
大
辞
典
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
五
年
、
一
八
四
頁
）

田
上
太
秀
／
石
井
修
道
『
禅
の
思
想
辞
典
』（
東
京
書
籍
、
二
〇
〇
八
年
、
一
四
七
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
さ
さ
き
　
み
ほ
　
福
井
県
立
美
術
館
）

挿図 1　島田墨仙《廓然無聖》昭和 6年（1931）
　　　　福井県立美術館蔵


